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日東精工のある綾部は人財の宝庫です。
当社社長が「東京あやべ会」で
スピーチをしました

NITTO

日東精工が本社をおく綾部市出身の集まり、
「東京あやべ会」が開催され、当社代表取締役社長、材木正己が講演、
当社の事業内容や人財教育、地域貢献などについて紹介しました
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波多野鶴吉さん、永井幸喜さん
綾部は優れた創業者を輩出！
　５月13日（日）東京・浜松町にある「アジュール
竹芝」で「第49回東京あやべ会」が開催されました。
　これは日東精工が本社をおく京都府綾部市の出
身者が年に一度集い、絆を深め情報交換をし、そ
れぞれのネットワークを広めようというものです。
ちなみに綾部市の山崎善也市長も民間企業（日本
政策投資銀行）に勤められていたとき、この「東
京あやべ会」に顔を出されていたことが、市長選
出馬のきっかけのひとつになったといいます。
　綾部出身者のひとりにグンゼを創業した波多野
鶴吉翁がいます。波多野鶴吉さんは単に「郡是製
絲」という一企業を創業したというのではなく、

「表から見れば工場、裏から見れば女学校」とい
われるほどに、人財教育に力を入れ、また利益を
皆で分かち合えるように、ひと株持ち主制を導入
し、貧しい養蚕農家を支えるなどして地域振興に
力を注いだ人でした。CSRやフェアトレードと
いった言葉や概念がなかった時代に、すでにそれ
を実行された先駆者でした。
　また永井幸喜さん、ホームセンターなどでお馴
染みの「ケーヨーデイツ」の創業者です。やはり
綾部市ご出身で、綾部に多大な貢献をされた方で
した。生前に寄付された私財をもとに「永井賞」
が設けられ、綾部市では毎年、商工分野だけでな

く、農業や観光分野など地域振興に貢献した団体
や個人を表彰。永井賞はご本人が亡くなられた後
も続けられ、今年で26回を迎えます。
　もちろん、物故者だけでなく、現役で活躍する
方、たとえば警視庁を管理する５人しかいない東
京都公安員を綾部高校出身の北井久美子さんが務
められているほか、霞が関の官僚、上場企業の役
員、世界的音楽プロデューサーなど各界で活躍さ
れている方が多数おられ、綾部はまさに「人財の
宝庫」ともいえるのです。
　各界で活躍される方々が集った「東京あやべ
会」で、当社日東精工代表取締役社長材木正己が
講演をさせていただきました。当社の創業理念が
地域雇用の創出、地域貢献であること。23年間、
営業利益黒字を更新中で、基本は終身雇用として
地域の方が安心できる受け皿になっていること、
またそれがゆえに、海外拠点を設けて事業展開し
ている今も、そして、グローバル化が進む今後も、
綾部に本社を置き続けることを表明しました。

5月16日「あやべ市民新聞」に講演の模様が記事記載されました
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　そして、あらためて日東精工の事業内容をご説
明。単にファスナー（工業用ねじ）をつくってい
る会社ではなく、それを締めるドライバ、ねじ締
め機やねじ締めロボット、あるいはねじを検査す
る機械まで、締結分野でのトータルソリューショ
ンが当社の強みであると解説しました。
「すべてオーダーメイドで９万種、綾部からオン
リーワン、ナンバーワン技術を発信している」と、
そしてJAXAの月面探査プロジェクトに当社地盤
調査機「ジオカルテ」が協賛していたことがあり
ましたので「綾部の製品が宇宙で活躍すると思う
とワクワクする」といったように、思いのたけを
熱く語らせていただきました。

「トヨタと当社に共通点あり」と
綾部市長からのお墨付き
　この熱い想いを参加者の皆様にしっかり受けと
めていただくことができ、今は80歳を超えられて
いる某トップブランドの元社長からは「材木さん
の熱い話に現役時代を思い出した」と感想をいた
だきました。当社製品の一部・精密ねじなどをサ
ンプルとして回覧したこともあり、「日東精工と
いう会社のことを深く理解することができまし
た」という声も多数ありました。
　また材木の講演後、山崎市長のお話のなかでも、
当社日東精工の地域貢献を詳しくご説明いただき、

「東京一極集中より地方分散が大事だということ
で、たとえば文化庁が京都にやってきます。しか
し財界は今でも東京に本社をということばかり。
日本でそれをしっかりやっておられるのはトヨタ、
そして、綾部では日東精工さん」と、身に余るお
褒めの言葉もいただきました。世界の自動車メー
カーに、まだまだ到底及ぶものではありませんが、
自動車分野に注力している当社にとって、勇気を
得、力づけられる言葉でした。
　今後も当社では創業の理念を大切にし、また常
に「お客様満足度120％」を目指してまいります。

綾部の誇るべき地域資産は
人財教育です
　綾部は山紫水明、豊かな自然に恵まれ食の恵み
に溢れています。それだけでもありがたく、贅沢
なことです。しかし、敢えて乱暴にいえば、田舎
に行けばどこにでもあるものです。綾部には「人
を大切にし、人を育てる」風土が残っています。
それは他所にはあまりない、綾部の誇るべき地域
資源です。
　風景や食べ物と違って教育は「形」としてとら
えにくいものです。しかし、人を育てるという風
土をベースに、当社でも、たとえば「綾部工業研
修所」を50年以上サポートしていること、あるい
は当社人財教育をまとめた書籍『人生の「ねじ」
を巻く77の教え』が話題となり高く評価され、毎
年、この印税で児童書を図書館に寄贈しているこ
と、ゆるみ止めねじキャンペーンで、のべ15,000
人の受験生を応援したことなどを紹介しました。
  

 

約40枚のパワーポイントをもとに日東精工の魅力をアピール
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6月1日「ねじの日」に
CSRレポートを公開
　近年、CSR（企業の社会的責任）が重要な経営
戦略活動のひとつになっており、当社においても、
より多くのステークホルダーの方々から信頼を得る
ためにさまざまな活動を行っています。本ニュース
レターP1～２でも当社代表取締役社長、材木正己
が語っておりますように、綾部工業研修所を50年以
上支援したり、地域のイ
ベントなども積極サポー
ト。ゆるみ止めねじをプ
レゼントし応援するキャ
ンペーンは広く知られる
ようになりました。今般、
これらの活動をまとめた

「CSRレポート」を作成。
６月１日「ねじの日」か
らホームページで公開し
ています。

日東協力会の社員が「第62回
京都府発明等功労者表彰」
　当社日東精工は経済産業省か
ら、地域の資源や人財を大事に
し、それを他所とつなげる「コ
ネクターハブ企業」のモデル企
業として高く評価されています
が、それを支えるのが綾部市内
外にある19社からなる「日東協
力会」です。
　この度、協力会社の波多野製
作所の鈴木征二郎さんが「機械
工具修正の簡略装置の製作」で、
同サント機工の相根敏行さんが

「生産性向上のための加工方法
の改良」で「第62回 京都府発明等功労者表彰」を
受賞されました。自社だけでなく、関連会社、協力
会社にもたくさんの「匠」がいることで、「お客様
満足度120％」の達成を目指せるものです。

伸和精工を子会社化し、
事業領域の拡充を図っていきます
　当社では今般、精密プレス加工を手掛ける株式会
社伸和精工（本社・工場：長野県上伊那郡 代表取
締役社長：小澤强）の全株式を取得し、子会社化し
ました。自動車業界を中心に工業用ファスナーの高
付加価値化が進み、ねじ製品単体においてもねじ部
形状や処理方法による高機能化はもちろんのこと、
複合部品に対する市場の要求は増加傾向にあります。
これまで複合締結製品の対象部品となる樹脂やゴム、
プレス品は社外からの購入品でしたが、自動車業界
へのシフトを掲げる当社グループにとって、より高
難度のプレス品の調達とプレス加工の核となる金型
技術の蓄積は今後の
成長戦略において課
題のひとつでした。
　子会社となる伸和
精工は最先端プレス
技術をもとに、冷間

鍛造加工、絞り加工、超精密部品加工などでエレク
トロニクスや自動車関連を中心に販売基盤を確立し
ています。

伸和精工の子会社化による５つのシナジー効果
①工業用ファスナー（ねじ）に精密プレス技術を
組み合わせた高付加価値製品の拡充

②自動車業界に高難度締結プレス部品の提供が可
能

③精密冷間鍛造用金型技術を当社グループ内で蓄
積することで新た
な事業分野に展開

④取扱い品目の拡張
や両社の販路活用
による新規顧客の
拡充

⑤同社の香港の販売
会社及び中国の製
造販売会社の活用
によるグローバル
供給体制の拡充 組立コスト削減に貢献する事例

写真上が鈴木さん、
下が相根さん
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f r o m 社 長 室 正 己 語 録 ❻

ひとり一人の「プロジェクトＸ」  ～思いは必ず叶う～
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「赤尾薬局」という明治42年創業の漢方薬
局があります。薬を調合する古い道具などが
展示されていて、それなりに趣があるのです
が、じつは奥に喫茶スペース『悠々』を併設。
ここで雑炊や薬膳カレーなど簡単な食事がと
れるほか、自分の体質や風邪気味でのどが痛
いとか、疲れて目がしょぼしょぼするといっ
たような、そのときの体調に合わせて、オリ
ジナルの漢方茶をつくってもらえます。持ち
帰りの2包も入れて800円。
　本格的なマッサージチェアが「ご自由にど
うぞ」とさり気なく置かれ、無料で使用でき
るのもうれしいです。ビジネスでお疲れ気味
なら、ぜひ立ち寄ってリフレッシュ！

国井アナウンサーからいただいた色紙は、今
も社長室に大切に飾っています。国井さんは
NHKエグセクティブアナウンサーとして、
「プロジェクトX」のほかにも「小さな旅」
「日曜美術館」など人気番組を担当。現在は
フリーアナウンサーとして活躍されています。
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